
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 気象経過と生育概況 

（１）気象経過 

  6月の平均気温は平年を上回りました。日照時間は平年並で，降水量は平年よりも多くなりました。

梅雨入りは 6 月７日ごろでした。 

  7 月１日から９日の気温は平年を下回り，また日照時間も平年を大きく下回りました。降水量は平

年を下回りました。 

 

表-1 気象経過 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生育概況 

水稲の生育は，７月の低温の影響により，平年並～やや劣っていると思われます。管内の各調査地

点の生育状況は，表 2 のとおりです。 

 ・草丈は，すべてのほ場で平年より短い傾向にあります。 

 ・茎数は，平年並～少ない傾向です。 

・葉数は，ほ場によるばらつきはあるものの，すべての地点で順調に増加し，平年並となっています。 

 （前回７月２日調査から 0.６～0.７葉増加） 

・葉色は，田植えの遅かった地点を除いて，平年より低い傾向にあります。  

・幼穂長を見ると，幼穂形成始期（幼穂長 1mm）に達している地点が見られます。 

 

 また，県米づくり推進本部が発表した当管内の地帯区分別生育ステージ予測（7 月３日現在）は，表

3 のとおりです。 

 

 

観測地点 月 平均気温 

（平年差） 

最高気温 

（平年差） 

最低気温 

（平年差） 

日照時間 

（平年比） 

降水量 

（平年比） 

古川 6月 ＋0.2℃ ＋0.1℃ ＋0.1℃ 1０３％ １２４％ 

 7月１日～9日 －０.５℃ －１.０℃ －０.２℃ ７６％ ３４％ 

川渡 6月 ＋0.１℃ ＋０.4℃ －０.１℃ ９５％ １３８％ 

 7月１日～9日 －０.６℃ －０.９℃ －０.３℃ ６２％ ２７％ 
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今回のポイント 

 １ 気温が平年よりかなり低くなる予報です。 

今後の天候に注意しながら，幼穂を保護するため，深水管理をしましょう。 

  ２ いもち病は，予防が第一！早期防除・早期発見に努めましょう。 

３ 追肥は，葉色，生育ステージ，生育量を見て行いましょう。 

 ４ 斑点米カメムシ類対策として，雑草防除を徹底しましょう。 



地区名 

（地帯区分） 

品種名 

（田植・播種月日） 

草 丈 

（ｃｍ） 

（平年比） 

茎 数 

（本／㎡） 

（平年比） 

葉 数 

（枚） 

（平年差） 

葉 色 

（SPAD） 

（平年差） 

幼穂長 

（mm） 

（平年差） 

三本木 

（北部平坦） 

ひとめぼれ 

（５月４日） 

５９．０ 

（９３％） 

５３２．４ 

（９８％） 

１０．７ 

（±０.０） 

３８．４ 

（―１.２） 

２．６ 

（±０.０） 

小野田 

（西部丘陵） 

ひとめぼれ 

（５月１９日） 

５６．９ 

（９５％） 

５１４．７ 

（９０％） 

１０．６ 

（－０.４） 

４５．２ 

（＋３.２） 

０．６ 

（－１.１） 

古 川 

（北部平坦） 

ササニシキ 

（５月８日） 

５９．４ 

（９４％） 

６２６．８ 

（９６％） 

１１．２ 

（＋０.２） 

３６．７ 

（－３.０） 

１．０ 

（－０.２） 

三本木 

（北部平坦） 

だて正夢 

（５月４日） 

６１．５ 

（ ― ） 

５２９．９ 

（ ― ） 

１１．２ 

（ ― ） 

４０．７ 

（ － ） 

２．１ 

（ － ） 

三本木 

（北部平坦） 

金のいぶき 

（５月１０日） 

５９．４ 

（ ― ） 

５３８．８ 

（ ― ） 

１１．５ 

（ ― ） 

３４．１ 

（ － ） 

０．０ 

（ － ） 

宮 崎 

（西部丘陵） 

まなむすめ 

（５月１２日） 

５４．７ 

（８９％） 

４８８．４ 

（８９％） 

１０．４ 

（－０.１） 

３８．３ 

（±０．０） 

１．７ 

（＋０.２） 

鳴 子 

（山間高冷） 

ゆきむすび 

（５月２4日） 

４６．６ 

（ ― ） 

２７９．９ 

（ ― ） 

９．２ 

（ ― ） 

４５．７ 

（ ― ） 

０．０ 

（ － ） 

真 山 

（北部平坦） 

みやこがねもち 

（５月１９日） 

５３．９ 

（９１％） 

４５１．１ 

（８０％） 

１１．０ 

（－０.２） 

３７．６ 

（＋１.９） 

０．０ 

（ ― ） 

加 美 

（北部平坦） 

直播ひとめぼれ 

（５月６日） 

４１．９ 

（７９％） 

５８７．８ 

（９７％） 

９．０ 

（―0.7） 

３９．９ 

（＋0.5） 

０．０ 

（―０.２） 

県全体 
５７．８ 

（９５％） 

５６０．０ 

（９９％） 

１０．８ 

（―０.８） 

４０．７ 

（＋１.８） 

１．８ 

（―１.０） 

※平年比・差は，前５か年（平成 26 年～平成 30 年）の平均値との比較。 

県全体は，ひとめぼれ，ササニシキ，まなむすめの生育調査ほ３５地点の平均値。 

表３ 地帯区分別生育ステージの予測（７月３日現在）※県米づくり推進本部資料抜粋 

 

地帯区分 

田植時期 幼穂形成始期 減数分裂期 出穂期 

始期～終期 始期～終期) 始期～終期 始期～終期 

北部平坦 ５／２ ～ ５／１９ ７／２ ～ ７／１１ ７／１２ ～ ７／２１ ７／３１ ～ ８／７ 

西部丘陵 ５／７ ～ ５／２６ ７／５ ～ ７／１６ ７／１５ ～ ７／２６ ８／３ ～ ８／１２ 

山間高冷 ５／７ ～ ５／２７ ７／１０ ～ ７／１７ ７／２０ ～ ７／２７ ８／１２ ～ ８／１９ 

 ※1)７月３日までアメダスデータ実測値を使用，７月４日以降はアメダス平年値を使用。 

  ※2)対象品種は「ひとめぼれ」及び「ササニシキ」，山間高冷は「やまのしずく」。 

２ 今後の管理（幼穂形成期から登熟期） 

（１）水管理 

① 幼穂形成期・減数分裂期（穂ばらみ期）から出穂期 

・イネが最も水を要する時期です。水不足は，幼穂の発育や開花受精が妨げられて減収します。 

 ・幼穂形成期に達したら，中干しを終了し，走り水で徐々に入水した後に間断かん水，又は飽水管

理を行い，根に十分水分を与えつつ酸素を供給しましょう。 

・７月１２頃にかけて気温が平年よりもかなり低くなる予報が出ています。深水管理で幼穂を保護し

ましょう。水深が確保できない場合でも，無風状態であれば田面の気温は 1～2℃高くなるので，

可能な限り深水にして被害を回避しましょう。 

    中干し：田面に小さな亀裂が入り，足跡が付く程度の固さまで，水を落とす。 

     走水：土の表面をサーッと走る程度に水を入れる。 

     間断かん水：田面に水をいれた状態と落水した状態とを数日おきに繰り返す。 

飽水管理：田面の足跡に水がなくなったら入水し，表土が湿ったら落水。 

表２ ７月１０日の調査結果 



        表４ 幼穂等の長さと出穂までの日数の目安 

発育過程 出穂前日数 幼穂長(mm) 葉耳間長(cm) 低温時の水深(cm) 

幼穂形成始期 ２５日前 １～２ － ５～10cm 程度 

 

減数分裂期 

始期 １５日前 ３０～４０ －１０ 
20cm が望ましい 

盛期 １２日前 ８０～１００ ±０ 

 

② 出穂後から登熟期 

・浅水間断かん水を行い，根の健全化に努めましょう。 

・落水の適期は出穂後 30 日頃です。ただし，湿田はやや早めに，乾きやすい水田ではやや遅くしま

しょう。落水後に好天が続き，乾きすぎるときは走り水程度のかん水をしましょう。 
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図１ 今後の水管理 

 

（２）追肥 

 ・今回の調査結果では，葉色が平年より低くなっている地点が多いです。ほ場毎に葉色及び生育ステ

ージ，生育量を見て，品種毎に適正な追肥を行い，葉色が急激に低下しないようにしましょう。 

 ・葉色の目安（表 5）及び追肥の目安（表 6）を参考にしてください。 

 

        表５ 幼穂形成始期及び減数分裂始期の葉色の目安（主な品種） 

品種名 幼穂形成期(出穂25日前) 減数分裂期(出穂15日前) 

カラースケール 葉緑素計値(SPAD値) カラースケール 葉緑素計値(SPAD値) 

ひとめぼれ ４．２～４．５ ３７～３９ ３．９～４．２ ３５～３７ 

ササニシキ － － ３．４～３．７ ３２～３４ 

まなむすめ ３．９～４．２ ３５～３７ － － 

       

 

 

 

 

 

 

 

出穂期 減 数 
分裂期 

幼穂形 
成始期 

 

登熟期 

細線／通常の水管理 

太線／低温時の深水管理 
20cmが

望ましい 

５～10cm程度 

 

       低温の障害を受けて最も減収しやすい危険期 

 日平均気温２０℃以下が長期間続く場合や最低気温１７℃以下の場合は障害不稔が 

 発生する危険性が高くなります。 



  表６ 追肥の目安（主な品種） 

 

品種名 

追肥時期別及び施用量(窒素成分量)  

幼穂形成期(出穂25～20日前) 

［幼穂長 １～２ｍｍ］ 

減数分裂期(出穂15～10日前) 

［幼穂長 ３０～１２０ｍｍ］ 

ひとめぼれ 

金のいぶき 
１．０ｋｇ／１０ａ  ＋  １．０ｋｇ／１０ａ 

ササニシキ 

コシヒカリ 
－ １．０～１．５ｋｇ／１０ａ 

まなむすめ 

つや姫 
２．０ｋｇ／１０ａ － 

やまのしずく 

だて正夢 
－ ２．０ｋｇ／１０ａ 

みやこがねもち － １．０ｋｇ／１０ａ 

 

（３）病害虫防除 

① いもち病 
・梅雨時期に入り，いもち病の感染に好適な日が多くなります。しっかりほ場の観察を行い，早期発 

見・早期防除に努めましょう。 

・特に追肥後は，一時的にいもち病に対する抵抗力が弱まるので，注意願います。  

・本田で発生が確認された場合は，直ちに茎葉散布剤で防除しましょう。 

 特に箱剤を入れていないほ場では，注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 ※最新の葉いもち感染好適条件の出現状況は，宮城県病害虫防除所      

ホームページで確認できます。  

HP＜http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/byogai/blastam.html＞  

                               

② 斑点米カメムシ類 
・斑点米カメムシ類は，斑点米の原因となります。水田周辺の牧草地・  

雑草地の草刈りを７月中旬（斑点米カメムシ類が幼虫主体の時期） 

までに行いましょう。水田畦畔の草刈りは，水稲の出穂１０日前まで 

に行いましょう。 

  ・薬剤防除は穂揃い期とその７～１０日後の２回防除が基本です。イヌ 

ホタルイ，ノビエ等が残草しているほ場では，１回目の薬剤散布時期 

を出穂始から穂揃い期に早め，斑点米カメムシ類の密度を減少させま 

しょう。 

 
③  紋枯病 

・出穂期前からの発病は被害が大きくなるので，発生に注意してください。 

気温が２２～２３℃を超え，株間湿度が高くなると発生しやすくなります。 

・特に前年発生した水田では，穂ばらみ期に水面施用剤の施用，穂ばらみ期から 

出穂期の茎葉散布剤の施用を検討しましょう。 

 
 
 

葉いもちの病斑 

感染に好適な条件 

１ 葉面湿潤時間が 10 時間以上 

２ 葉面湿潤時間中の平均気温が 15℃～25℃ 

３ 前 5 日間の平均気温が 20℃～25℃ 

1.  

3 つが全て満たされると感染に好適な条件と

なります。好適条件が連続して広域で出現した

場合，約 2 週間後に葉いもちの発病の増加が始

まります。 

アカスジカスミカメ（成虫） 



④ 稲こうじ病 
・穂ばらみ期に低温で降雨が多く，出穂期以降に高温になると発生しやすくなります。 

・特に前年発生した水田では，出穂２０～１０日前に銅含有薬剤の施用を検討しましょう。 

・紋枯病との同時防除剤の散布は，穂ばらみ期に行いましょう。 

・穂いもち，紋枯病と同時防除剤の散布は，出穂１０日前頃に行いましょう。 

 

◆◆◆◆◆◆◆農薬危害防止運動実施中（６月１日～８月３１日） ◆◆◆◆◆◆◆ 

農薬を使用する前には，必ず使用可能な作物名等ラベルなどで確認し，使用時期，使用方法，使用

量を守って適正に使用しましょう。 

    ※最新の農薬登録情報は，農林水産消費安全技術センターホームページで確認できます。 

   HP＜http://www.acis.famic.go.jp/searchF/vtllm001.html＞ 

 

３ 今後の気象 

 

低温と日照不足に関する気象情報について 

 仙台管区気象台から，令和元年７月８日に「低温に関する宮城県気象情報第１号」及び「日照不

足と低温に関する宮城県気象情報第１号」が発表されました。以下，詳細となります。 

   

低温に関する宮城県気象情報 第１号 

令和元年７月８日１１時１１分 仙台管区気象台発表※抜粋 

（見出し） 

宮城県では、１２日頃にかけて日平均気温が平年よりかなり低い所がある見込みです。農作物の管理などに注意し

てください。 

（本文） 

 宮城県では、千島の東に中心を持つ高気圧からの冷たく湿った空気の影響により、１２日頃にかけて気温の低い

状態が続くでしょう。日平均気温が平年より４度前後低く、５月下旬並みとなる所もある見込みです。 

 農作物の管理などに注意してください。 

   

日照不足と低温に関する宮城県気象情報 第１号 

令和元年７月８日１５時１５分 仙台管区気象台発表 ※抜粋 

（見出し） 

 宮城県では、６月２８日頃から日照時間の少ない状態が続いています。この状態は、今後２週間程度は続くでし

ょう。また、今後２週間程度は平年に比べ気温の低い状態が続く見込みです。農作物の管理等に十分注意してくだ 

さい。 

（本文） 

 宮城県では、６月２８日頃から湿った東よりの風の影響で日照時間の少ない状態が続き、６月２８日から７月７

日までの日照時間は平年の６０％前後となっている所が多くなっています。 

 この状態は、今後２週間程度は続くでしょう。また、オホーツク海高気圧からの冷たく湿った東風の影響を受け

やすく、今後２週間程度は平年に比べ気温の低い状態が続き、かなり低くなる所がある見込みです。 

 農作物の管理等に十分注意してください。 



 

 

東北地方 1 か月予報  

（7 月 13 日から 8 月 12 日までの天候見通し） 

令和元年 7 月 11 日         

仙台管区気象台 発表※一部抜粋   

＜特に注意を要する事項＞ 

 東北太平洋側では，期間のはじめは日照時間が少なく，気温の低い状態が続く見込みです。 

 

＜予想される向こう１か月の天候＞ 

 向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と，特徴のある気温，降水量等の確率は以下のとおりです。 

 東北太平洋側では，期間の前半は，平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。期間の後半は，天気は数日の周期

で変わるでしょう。 

 向こう１か月の日照時間は，東北太平洋側で平年並または少ない確率ともに４０％です。 

 週別の気温は，１週目は，東北太平洋側で平年並または低い確率ともに４０％です。２週目は，平年並の確率５

０％です。３～４週目は，平年並または高い確率ともに４０％です。 

  ＜向こう１か月の気温，降水量，日照時間の各階級の確率（％）＞ 

                                       低い(少ない)  平年並  高い（多い） 

  【気   温】 東北太平洋側         ３０         ４０        ３０ 

   【降 水 量】  東北地方             ３０         ４０        ３０ 

   【日照時間】  東北太平洋側         ４０         ４０        ２０ 

  ＜気象経過の各階級の確率（％）＞ 

                                     低い      平年並     高い 

  １ 週 目  東北太平洋側         ４０         ４０        ２０ 

   ２ 週 目   東北地方                ２０         ５０    ３０ 

   ３～４週目  東北地方                ２０     ４０    ４０ 

  ＜予報の対象期間＞ 

  １ か 月    ７月１３日（土）～８月１２日（月） 

  １ 週 目  ７月１３日（土）～７月１９日（金） 

   ２ 週 目   ７月２０日（土）～７月２６日（金） 

   ３～４週目  ７月２７日（土）～８月 ９日（金） 


